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西
有
年
産
廃
事
前
協
議
書

赤
穂
市
が
疑
義
照
会

「
記
載
内
容
、資
料
に
不
足
」

市
議
選
予
定
者
説
明
会
に

立
候
補
表
明
の
２０
陣
営

現
職
１３
、新
人
７
が
準
備

競
泳
の
県
春
季
Ｊ
Ｏ
Ｃ

県
新
記
録
含
む
３
冠

赤
穂
Ｓ
Ｓ
舩
本
愛
子
さ
ん

財
政
難
課
題
の
市
民
病
院

公
立
の
ま
ま
経
営
改
善
へ

公
立
の
ま
ま
経
営
改
善
へ

市
長「
必
要
応
じ
て
財
政
支
援
」

　

赤
穂
市
議
会
は
第
１
回

定
例
会
で
１
日
と
２
日
に

代
表
質
問
・
一
般
質
問
を

行
い
、
牟
礼
正
稔
市
長
の

施
政
方
針
や
新
年
度
予
算

案
な
ど
を
質
疑
し
た
。

　

慢
性
的
な
財
政
難
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
市
民
病

院
に
つ
い
て
は
、
経
営
形

態
の
見
直
し
を
含
め
た
抜

本
的
な
改
革
の
必
要
性
も

指
摘
さ
れ
る
中
、
牟
礼
市

長
は
「
現
行
の
公
営
企
業

法
全
部
適
用
で
運
営
す
る

こ
と
が
適
当
」
と
の
方
針

を
示
し
た
。
同
病
院
の

「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

で
の
検
討
結
果
を
受
け
て

判
断
し
た
と
説
明
。
公
立

病
院
と
し
て
現
行
の
経
営

形
態
の
ま
ま
経
営
改
善
に

努
め
、「
今
後
も
必
要
に

応
じ
た
適
切
な
財
政
支
援

で
病
院
を
維
持
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
は
、
長
引

く
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
の

新
規
事
業
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
国
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
、「
外

出
自
粛
の
影
響
で
打
撃
を

受
け
た
事
業
者
を
市
民
が

応
援
し
、
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
経
済
対

策
」（
大
黒
武
憲
建
設
経

済
部
長
）
を
実
施
す
る
計

画
で
、
３
月
１２
日
の
定
例

会
最
終
日
に
追
加
提
案
す

る
。

　

職
員
不
祥
事
の
再
発
防

止
は
、
新
た
に
全
職
員
対

象
の
調
査
を
実
施
す
る
考

え
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

職
員
の
業
務
量
や
職
場
の

雰
囲
気
な
ど
を
把
握
す
る

ほ
か
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
使
っ
て
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル

に
深
入
り
し
て
な
い
か
、

収
入
不
相
応
な
生
活
を
し

て
い
な
い
か
な
ど
踏
み
込

ん
だ
人
事
面
接
」（
岸
本

慎
一
総
務
部
長
）
を
行

い
、
不
正
防
止
に
つ
な
げ

る
と
い
う
。
ま
た
、
役
職

兼
務
は
廃
止
し
、
今
回
の

汚
職
の
舞
台
と
な
っ
た
北

野
中
浄
水
場
の
執
務
場
所

を
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

に
移
す
。

　

老
朽
化
に
よ
る
建
て
替

　

競
泳
の
第
４３
回
兵
庫
県

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
競
技

大
会
（
２
月
２７
・
２８
日
、

尼
崎
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）

で
、
赤
穂
Ｓ
Ｓ
の
舩
本
愛

子
さ
ん（
１８
）＝
加
里
屋
、

姫
路
商
高
３
年
＝
が
女
子

Ｃ
Ｓ
５０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
で

自
身
の
持
つ
県
短
水
路
記

録
を
更
新
す
る
な
ど
３
種

目
で
優
勝
。
優
秀
選
手
に

選
ば
れ
た
。

　

舩
本
さ
ん
は
５０
㍍
バ
タ

フ
ラ
イ
で
２６
秒
３７
を
マ
ー

ク
。
今
年
１
月
の
県
選
手

権
で
樹
立
し
た
県
記
録

（
２６
秒
５３
）
を
さ
ら
に
縮

め
た
。

　

自
由
形
で
も
５０
㍍
と
１

０
０
㍍
を
制
し
、
３
冠
を

達
成
。
男
女
の
年
齢
区
分

ご
と
に
決
ま
る
優
秀
選
手

に
選
出
さ
れ
た
。（
写
真

は
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た

舩
本
愛
子
さ
ん
）

上
郡
町
議
会

産
廃
関
連
の
請
願

い
ず
れ
も
不
採
択

　

上
郡
町
議
会
で
２
日
、

西
有
年
産
廃
処
分
場
建
設

計
画
に
対
し
て
賛
否
双
方

の
町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

請
願
３
件
の
採
決
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
不
採
択
と

な
っ
た
。

　

採
決
は
議
長
を
除
く
出

席
議
員
８
人
で
行
わ
れ

た
。
上
郡
、
山
野
里
、
高

田
、
鞍
居
、
高
田
台
の
５

地
区
連
合
自
治
会
長
と
播

磨
自
然
高
原
自
治
会
長
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
計
画
反

対
」
の
決
意
表
明
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て
は
採
択

２
、
不
採
択
６
だ
っ
た
。

松
本
順
一
議
員
、
木
村
公

男
議
員
が
採
択
に
賛
成
し

た
。

　

ま
た
、
計
画
誘
致
を
支

持
す
る
梨
ヶ
原
自
治
会
長

が
「
地
元
意
見
の
尊
重
」

を
求
め
た
請
願
は
採
択

１
、
不
採
択
７
だ
っ
た
。

井
口
勝
智
議
員
が
採
択
に

賛
成
し
た
。

月
に
赤
穂
市
と
上
郡
町
に

送
付
さ
れ
、
説
明
会
の
対

象
範
囲
や
生
活
環
境
保
全

上
の
措
置
な
ど
に
つ
い
て

県
が
各
市
町
に
意
見
を
求

め
て
い
る
。
回
答
期
限
は

特
に
設
け
ら
れ
て
い
な

い
。

　

市
が
送
付
し
た
文
書
で

は
、
同
計
画
が
自
然
環
境

や
千
種
川
水
系
の
水
資
源

に
及
ぼ
す
影
響
を
想
定
し

た
上
で
、
環
境
影
響
評
価

の
対
象
事
業
面
積
を
改
定

し
た
県
条
例
を
踏
ま
え
、

環
境
影
響
評
価
の
実
施
を

依
頼
。
ま
た
、
千
種
川
か

ら
水
道
水
を
供
給
し
て
い

る
相
生
市
と
姫
路
市
、
計

画
地
に
隣
接
す
る
備
前
市

へ
の
情
報
提
供
と
意
見
照

会
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、

事
業
者
に
つ
い
て
「
産
業

廃
棄
物
処
理
の
実
績
が
な

く
、
企
業
に
関
す
る
資
料

が
添
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
企
業
体
で
あ

る
か
に
つ
い
て
、
判
断
し

か
ね
る
状
態
」な
ど
と
し
、

「
今
後
様
々
な
検
討
を
進

め
て
い
く
う
え
で
は
同
社

に
関
す
る
資
料
は
必
要
」

と
し
て
い
る
。

　

市
は
送
付
し
た
文
書
に

つ
い
て
、「
事
前
協
議
書

を
精
査
し
て
い
く
な
か

で
、
途
中
段
階
で
は
あ
る

が
、
当
市
と
し
て
疑
義
の

あ
る
事
項
に
つ
い
て
照
会

し
た
」
と
し
、「（
意
見
照

会
に
対
す
る
）
最
終
的
な

回
答
で
は
な
い
」
と
し
て

い
る
。

　
　

  

＊　

＊　

＊

　

一
方
、
上
郡
町
は
１
日

付
け
で
県
に
回
答
し
た
。

　

回
答
書
に
よ
る
と
、
計

画
の
「
周
知
範
囲
」
に
つ

い
て
「
施
設
の
建
設
・
運

営
に
伴
い
、
不
利
益
を
被

る
可
能
性
の
あ
る
住
民
」

と
し
た
上
で
、
▽
建
設
予

定
地
か
ら
下
流
と
な
る
論

気
上
池
、
論
気
下
池
、
論

気
川
、
梨
ヶ
原
川
、
安
室

川
の
千
種
川
合
流
地
点
ま

で
▽
下
流
域
の
井
戸
水
利

用
者
▽
農
業
用
水
を
河
川

　

西
有
年
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
建
設
計
画
の
事

前
協
議
書
に
つ
い
て
、
赤

穂
市
は
２
月
２６
日
、「
記

載
内
容
及
び
資
料
に
不
足

が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、

許
可
権
を
持
つ
兵
庫
県
に

対
し
、
疑
義
を
照
会
す
る

文
書
を
同
日
付
け
で
送
付

し
た
。

　

同
計
画
の
事
前
協
議
書

は
２
０
１
８
年
４
月
に
事

業
者
の
東
洋
開
発
工
業
所

か
ら
県
が
受
理
。
昨
年
６

人
に
つ
い
て
は
「
赤
穂
健

康
福
祉
事
務
所
管
内
」
と

し
た
。

　

県
は
赤
穂
健
康
福
祉
事

務
所
管
内
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
に
つ

い
て
、「
感
染
確
認
か
ら
、

お
お
む
ね
１
か
月
を
経
過

す
れ
ば
市
町
別
に
振
り
分

け
て
公
表
す
る
」
と
し
た

が
、
今
回
か
ら
「
お
お
む

ね
２
週
間
」
に
運
用
を
変

更
し
た
。
変
更
し
た
理
由

に
つ
い
て
、
県
は
「『
正

確
な
数
字
を
知
り
た
い
』

と
い
う
要
望
を
踏
ま
え

え
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

来
年
度
中
に
基
本
計
画
を

策
定
し
、
建
設
用
地
を
確

保
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
、
２
０
２
５
年
９

月
の
稼
働
開
始
を
目
標
と

し
た
。
将
来
的
に
移
転
建

て
替
え
を
目
指
す
ご
み
処

理
施
設
に
つ
い
て
は
、

「
す
み
や
か
に
用
地
の
選

定
を
行
う
」
と
し
た
。
基

本
構
想
策
定
か
ら
新
施
設

稼
働
ま
で
「
一
般
的
に
は

１０
年
以
上
」（
関
山
善
文

市
民
部
長
）
を
要
す
る
と

し
、
現
行
施
設
の
大
規
模

改
修
に
よ
っ
て
「
１０
年
以

上
の
長
寿
命
化
が
可
能
」

と
し
た
。

　

市
制
施
行
７０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
計
画
し
て

い
る
「
市
民
の
夕
べ
」
の

開
催
時
期
は
「
８
月
下

旬
」
と
し
た
。
開
催
経
費

の
一
部
に
充
て
る
協
賛
金

に
つ
い
て
、「（
コ
ロ
ナ
禍

で
厳
し
い
）
こ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
げ
る
た
め
に

も
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

る
方
に
は
お
願
い
し
た

い
」
と
の
考
え
を
示
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
数

年
明
け
１
か
月
半

赤
穂
市
内
は
１７
人

　

兵
庫
県
は
３
月
１
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
２
月
２６
日
時
点
で

集
計
し
た
市
町
別
累
計
人

数
を
公
表
し
た
。
赤
穂
市

居
住
の
感
染
者
は
１
月
末

集
計
時
か
ら
１７
人
増
え
て

累
計
４６
人
と
な
っ
た
。

　

公
表
さ
れ
た
人
数
に
よ

る
と
、
赤
穂
健
康
福
祉
事

務
所
管
内
の
累
計
感
染
者

数
は
１
０
０
人
で
、
前
回

集
計
時
の
８３
人
か
ら
１７
人

増
え
た
。
こ
の
う
ち
、
２

月
１４
日
ま
で
に
感
染
確
認

が
発
表
さ
れ
た
９５
人
に
つ

い
て
居
住
市
町
別
に
振
り

分
け
た
人
数
が
公
表
さ

れ
、
相
生
市
３２
人
（
前
回

集
計
比
１３
人
増
）、
上
郡

町
１７
人
（
同
３
人
増
）
と

な
っ
た
。
２
月
１５
日
以
降

に
感
染
が
発
表
さ
れ
た
５

た
」
と
し
て
い
る
。
変
更

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
月
１

回
だ
っ
た
更
新
頻
度
を
今

後
は
月
２
回
と
す
る
。

春
の
義
士
祭

今
年
も
中
止

　

赤
穂
大
石
神
社
は
、
４

月
１１
日
に
開
催
予
定
だ
っ

た
「
春
の
義
士
祭
」
に
つ

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
と
し
て
、
昨
年

に
続
い
て
中
止
を
判
断
し

た
。

　

関
係
者
に
よ
る
協
議
の

結
果
、
メ
ー
ン
の
市
中
パ

レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
奉
祝
行
事
の
中
止
を

決
定
。
当
日
は
総
代
・
役

員
で
祭
典
の
み
行
う
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
は

雨
天
に
よ
る
一
昨
年
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
昨
年
に
続

き
３
年
連
続
と
な
る
。
同

神
社
は
「
参
加
者
や
来
場

か
ら
取
水
す
る
農
業
関
係

者
▽
漁
業
関
係
者
▽
収
集

運
搬
経
路
と
し
て
利
用
さ

れ
る
主
要
道
路
（
国
道
２

号
、
県
道
５
号
）
の
周
辺

地
域
―
と
し
た
。

　

「
生
活
環
境
保
全
上
の

措
置
」
に
つ
い
て
は
、
▽

周
辺
住
民
や
町
が
い
つ
で

も
確
認
で
き
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
監
視
）
体
制
▽
遮

水
シ
ー
ト
の
破
損
を
検
知

で
き
る
漏
水
検
知
シ
ス
テ

ム
の
設
置
▽
過
去
の
実
績

値
だ
け
で
な
く
将
来
を
見

据
え
た
雨
水
排
水
路
や
調

整
槽
の
安
全
設
計
―
な
ど

が
必
要
と
し
た
。
安
室
ダ

ム
の
水
利
使
用
権
を
根
拠

に
、
放
流
水
が
安
室
川
下

流
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
も
環
境
影
響
評
価
（
ア

セ
ス
メ
ン
ト
）
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
た
。

　

「
関
係
法
令
手
続
き
」

に
関
し
て
は
、
整
備
工
事

か
ら
閉
鎖
・
廃
止
ま
で
含

め
た
年
次
埋
立
計
画
の
提

出
を
要
求
し
た
。
事
業
者

が
廃
棄
物
業
務
経
験
を
持

た
ず
、
事
前
協
議
書
提
出

後
に
計
画
地
で
森
林
法
違

反
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
、

許
可
後
に
建
設
・
運
営
者

が
代
わ
る
可
能
性
な
ど
を

指
摘
し
た
上
で
、「
法
令

に
従
っ
た
適
正
な
建
設
・

運
営
を
し
て
い
け
る
の

か
」「
処
理
場
が
次
々
と

拡
大
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
言
及
し
、「
町
民

の
不
安
・
危
惧
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
事
前
協
議

書
で
は
推
認
で
き
な
い
申

請
者
の
適
格
等
に
つ
い

て
、
早
期
に
明
示
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
し
た
。

　

回
答
書
に
つ
い
て
町
は

「
有
識
者
会
議
の
助
言
を

基
に
集
約
し
、
議
会
か
ら

の
意
見
、
庁
内
で
の
意
見

を
反
映
さ
せ
て
作
成
し

た
」（
住
民
課
）
と
し
て

　 　

者
の
安
心
・
安
全
を
第
一

に
考
慮
し
た
結
果
な
の

で
、
ご
了
承
を
お
願
い
し

た
い
」
と
話
し
た
。

い
る
。

し
て
も
、
投
票
率
の
向
上

と
民
主
政
治
の
根
幹
で
あ

る
選
挙
の
重
要
性
を
啓
発

し
て
い
く
」
と
し
、「
選

挙
運
動
の
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
市
民
の
代
表
を
決
め

る
に
ふ
さ
わ
し
い
選
挙
戦

を
」
と
呼
び
掛
け
た
。
選

管
職
員
や
警
察
な
ど
各
担

当
者
が
選
挙
日
程
や
公
選

法
規
定
な
ど
を
説
明
し

た
。

　

同
市
議
選
へ
向
け
て

は
、
現
職
の
う
ち
、
有
田

光
一
氏
、
川
本
孝
明
氏
、

木
下
守
氏
、
小
林
篤
二

氏
、
竹
内
友
江
氏
の
５
人

が
今
季
限
り
の
引
退
を
表

明
し
て
い
る
。（
写
真
は

２０
陣
営
が
出
席
し
た
赤
穂

市
議
選
立
候
補
予
定
者
説

明
会
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
赤
穂

市
議
選（
３
月
２８
日
告
示
、

４
月
４
日
投
開
票
、
定
数

１８
）
の
立
候
補
予
定
者
説

明
会
が
２
月
２６
日
、
加
里

屋
の
赤
穂
市
役
所
で
あ

り
、２０
陣
営
が
出
席
し
た
。

　

内
訳
は
現
職
１３
、
新
人

７
。
い
ず
れ
も
、
す
で
に

出
馬
の
意
向
を
表
明
し
て

お
り
、
新
た
な
陣
営
の
参

加
は
な
か
っ
た
。

　

説
明
会
で
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
の
鹿
島
博
司

委
員
長
が
「
市
民
に
と
っ

て
一
番
身
近
な
選
挙
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。
選
管
と
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ア
の
会
」
☎
０
９
０
・
９

７
７
９
・
０
４
９
０
（
祷と

う

慈じ

）

　

▼「
こ
み
ぞ
体
育
教
室
」

生
徒
募
集
中
＝
運
動
が
で

き
る
子
に
し
た
い
な
ら
、

幼
少
期
が
決
め
手
。少
人

数
制
で
丁
寧
に
指
導
致
し

ま
す
○
土
曜
１３
時
半
～

（
幼
児
）、１４
時
半
～
（
小

１
・
２
年
）、加
里
屋
ま
ち

づ
く
り
会
館
。☎
０
９
０
・

２
１
０
６
・
９
８
１
４

　

▼
リ
ト
ミ
ッ
ク
生
徒
募

集
＝
楽
し
く
音
楽
に
触
れ

な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
レ
ッ
ス
ン
で

豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

０
歳（
お
す
わ
り
の
頃
）

鑑
定
査
定
は
無
料
で
す
。

石
取
れ
、
切
れ
て
い
て
も

結
構
で
す
。
必
要
の
品
は

質
預
か
り
で
お
金
を
借
り

入
れ
も
で
き
ま
す
。「
安
則

商
店
」☎
４３
・
４
７
４
５

　

▼
新
生
活
ス
タ
ー
ト
前

に
片
付
け
し
ま
せ
ん
か
＝

不
用
品
の
処
分
は
お
ま
か

せ
く
だ
さ
い
。家
電
製
品
・

大
き
な
家
具
・
重
量
物
・
洗

面
台
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
等
。上
階
か
ら
の
搬
出

も
Ｏ
Ｋ
。見
積
無
料
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
㈱
横
山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ

ク
」中
広
☎
43
・
５
３
２
８

　

▼
田
中
良
成「
風
景
画

展
」開
催
＝
坂
越
の
風
景

画
ほ
か
６
〜
６０
号
の
作

品
を
約
１０
点
展
示
。
３
月

８
日（
月
）
〜
４
月
１
日

（
木
）１０
時
〜
１６
時（
金
土

日
休
み
）。「
高
瀬
舟
」坂
越

公
民
館
隣
☎
４８
・
７
１
２

２
　

▼
赤
穂
元
気
に
な
ろ
う

会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元
気

に
生
き
る
た
め
の
気
と
ツ

ボ
と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に

学
び
ま
し
ょ
う
。
３
月
１４

日（
日
）１０
時
～
１１
時
半
。

市
民
会
館
３
階
和
室
。
無

料
。「
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
３
４
４
０
円

１
㌧
未
満
５
３
９
５
０
円

１．５
㌧
未
満
６
２
１
５
０
円

２
㌧
未
満
７
０
４
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

・
オ
イ
ル
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
着
付
承
り
ま
す
＝
冠

婚
葬
祭
そ
の
他
す
べ
て
の

き
も
の
着
付
け
を
お
手
伝

い
致
し
ま
す
。
佳
日
は
重

な
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。「
佐

井
」
木
下
町
☎
４３
・
８
４

６
３
、
☎
０
８
０
・
３
８

１
２
・
６
０
７
７

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、
工
事
、
ア
ド

バ
イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

《
迅
速
・
確
実
・
丁
寧
》

に
、
あ
な
た
の
夢
を
か
た

ち
に
し
ま
す
。「
㈱
中
道

工
務
店
」
若
草
町
☎
４２
・

５
０
７
７

　

▼
貴
金
属
を
高
価
買
取

り
致
し
ま
す
＝
金
、プ
ラ

チ
ナ
指
輪
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
・
２
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
３
４
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
３
９
５
０
円

ノ
ー
ト
級
６
２
２
５
０
円

セ
レ
ナ
級
７
０
４
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

第２４０７号　　２０２1年（令和 3年）３月 ６日

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

元
市
課
長
ら
の

初
公
判
決
ま
る

　

赤
穂
市
の
御
崎
配
水
池

整
備
工
事
を
め
ぐ
る
贈
収

賄
事
件
で
加
重
収
賄
罪
に

問
わ
れ
た
元
市
浄
水
施
設

担
当
課
長
の
西
川
貞
寛
被

告（
５８
）＝
懲
戒
免
職
＝
の

初
公
判
の
日
程
が
４
日
ま

で
に
決
ま
っ
た
。

　

初
公
判
は
５
月
１２
日

（
水
）に
神
戸
地
裁
１
０
１

号
法
廷
で
午
後
１
時
半
〜

５
時
に
開
か
れ
る
。
贈
賄

罪
で
起
訴
さ
れ
た
水
道
施

設
製
造
販
売「
森
松
工
業
」

（
岐
阜
県
本
巣
市
）
の
社

員
３
人
の
裁
判
も
同
時
に

行
わ
れ
る
。

　

起
訴
状
な
ど
に
よ
る

と
、
西
川
被
告
は
昨
年
３

月
と
５
月
、
勤
務
先
の
北

野
中
浄
水
場
事
務
室
で
松

岡
被
告
か
ら
現
金
計
２
１

８
万
円
を
受
け
取
り
、
そ

の
見
返
り
と
し
て
同
社
に

有
利
に
な
る
よ
う
に
御
崎

配
水
池
整
備
工
事
の
設
計

図
書
を
作
成
。
ま
た
、
２

０
２
１
年
度
に
入
札
執
行

予
定
の
別
の
工
事
１
件
で

も
設
計
図
面
な
ど
を
松
岡

被
告
に
渡
し
、
同
社
製
品

仕
様
に
書
き
換
え
さ
せ

た
、
と
さ
れ
る
。

　

警
察
の
取
り
調
べ
段
階

で
は
４
被
告
と
も
容
疑
を

大
筋
で
認
め
て
お
り
、
裁

判
で
は
量
刑
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
見
込
み
。
ま
た
、

西
川
被
告
が
借
金
返
済
に

充
て
る
た
め
に
現
金
を
要

求
し
た
と
さ
れ
る
犯
行
動

機
な
ど
事
件
の
経
緯
に
つ

い
て
も
注
目
さ
れ
る
。

元
課
長
汚
職

管
理
責
任
者
の

部
長
を「
戒
告
」

　

赤
穂
市
の
配
水
池
整
備

工
事
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事

件
で
、
市
は
加
重
収
賄
の

罪
で
起
訴
さ
れ
た
元
浄
水

施
設
担
当
課
長
の
管
理
責

任
者
に
あ
た
る
上
下
水
道

部
長
を
２
月
２６
日
付
け
で

「
戒
告
」
の
懲
戒
処
分
と

し
た
。

赤
穂
高
校
入
試

倍
率
０・８４
倍

　

２
０
２
１
年
度
兵
庫
県

公
立
高
校
入
試
は
３
日
に

志
願
者
数
が
確
定
。
赤
穂

高
校
の
全
日
制
は
定
員
１

８
０
人
に
対
し
、
第
１
志

望
１
５
２
人
、
第
２
志
望

１
４
９
人
が
出
願
し
た
。

　

第
１
志
望
の
倍
率
は
０

・
８４
で
、
前
年
度
の
０
・

８１
か
ら
０
・
０３
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
定
時
制
は
定

員
４０
人
に
９
人
が
出
願
。

　

入
学
試
験
は
３
月
１２
日

に
原
則
マ
ス
ク
着
用
な
ど

感
染
症
予
防
対
策
を
呼
び

掛
け
て
行
わ
れ
、
合
格
発

表
は
１
週
間
後
の
１９
日
に

あ
る
。

「
サ
イ
ト
契
約
料
」な
ど

名
目
に
詐
欺
被
害

総
額
６
８
０
万
円　

　

赤
穂
署
は
３
月
３
日
、

赤
穂
市
内
の
６０
代
無
職
男

性
が
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
契
約
料
な
ど
を
名
目
に

現
金
な
ど
約
６
８
０
万
円

を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
と
発

表
し
た
。
同
署
が
詐
欺
容

疑
で
捜
査
し
て
い
る
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
男
性

は
先
月
１６
日
、
携
帯
電
話

に
「
料
金
の
未
納
が
あ
る

の
で
至
急
連
絡
を
下
さ

い
」
な
ど
と
メ
ー
ル
が
届

き
、
表
示
さ
れ
た
番
号
に

電
話
。
応
対
し
た
男
の
指

示
に
従
い
、
同
市
内
の
コ

ン
ビ
ニ
ス
ト
ア
で
購
入
し

た
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
約

１０
万
円
分
の
番
号
を
相
手

に
伝
え
、
カ
ー
ド
の
利
用

権
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
も
「
日
本
個
人

保
護
協
会
」
や
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協

会
」
を
名
乗
る
男
が
「
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
契
約
料
」

や
「
補
償
金
」
を
名
目
に

「
後
々
全
額
返
金
で
き

る
」
な
ど
と
現
金
計
６
７

０
万
円
を
要
求
。
男
性
は

先
月
２７
日
ま
で
に
同
市
内

の
金
融
機
関
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら

相
手
が
指
示
し
た
口
座
に

複
数
回
に
分
け
て
全
額
振

り
込
ん
だ
と
い
う
。

　

さ
ら
に
「
示
談
金
」
と

し
て
千
数
百
万
円
の
支
払

い
を
求
め
ら
れ
、
男
性
か

ら
相
談
さ
れ
た
知
人
が
今

月
２
日
に
警
察
へ
通
報
し

て
被
害
が
発
覚
し
た
。
同

署
に
よ
る
と
、
男
性
は
一

人
暮
ら
し
で
、
定
期
預
金

を
解
約
し
て
振
り
込
み
に

充
て
た
と
い
う
。

　

赤
穂
市
内
で
は
今
年
１

月
に
も
「
動
画
サ
イ
ト
解

約
料
」
な
ど
を
名
目
に
５０

代
会
社
員
が
現
金
約
３
５

０
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
た
被
害
が
発
覚
。
同
署

は
「
不
審
な
請
求
を
受
け

た
ら
、
振
り
込
ん
だ
り
せ

ず
、
ま
ず
は
警
察
か
、
家

族
や
友
人
、
知
人
に
相
談

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。
同
署
☎
４３
・

０
１
１
０
。

　

▽
７
日
＝
澤
田
医
院

（
坂
越
２
１
９
１
）☎
４８
・

８
１
４
９

円
。要
普
通
免
許（
Ｍ
Ｔ
）。

詳
細
は
面
談
に
て
。「
㈲
米

口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」木
津
☎
４８
・
０
７
８
６

〜
５
歳
の
年
齢
別
少
人

数
ク
ラ
ス
。無
料
体
験
で

き
ま
す
。片
浜
町
☎
０
９

０
・
５
９
０
９
・
４
５
５
８

（
浜
本
）

　

▼
運
転
作
業
員
募
集
＝

パ
ッ
カ
ー
車（
ゴ
ミ
収
集

車
）で
の
収
集
運
搬
作
業
。

７
時
〜
１６
時
。週
２
〜
３

日
。長
期
間
就
業
し
て
い

た
だ
け
る
方
歓
迎
。時
給

９
５
０
円
〜
１
１
０
０

円〈
資
格
〉中
型
免
許
ま
た

は
大
型
免
許
。経
験
者
は

も
ち
ろ
ん
、未
経
験
者
も

歓
迎
。性
別
不
問
。「
㈲
ベ

ス
ト
ク
リ
ー
ン
」加
里
屋

４９
の
７
☎
４２
・
１
５
５
１

　

▼
軽
ト
ラ
ッ
ク（
Ｍ
Ｔ
）

の
運
転
＝〈
パ
ー
ト
〉野
菜

苗
・
花
苗
の
運
搬
作
業
等

に
な
り
ま
す
。9
時
〜
16

時
。週
4
日
以
上
勤
務
で

き
る
方
。時
給
1
２
０
０

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医


	20210306_01面
	20210306_02面

